
フグ科のカスミフグ
（ ， ）はモヨウフグ属の種である（松
浦， ）．本種はスジモヨウフグ

（ ， ）と混同されていたが，
（ ）は両者がそれぞれ独立した種で

あることを示し，カスミフグが沖縄からインド洋
を経てアフリカ東岸に分布することを示した．本
邦におけるカスミフグの分布域は琉球列島以南と
されている（松浦， ）．
著者らが実施している高知県内河川の感潮域の
魚類調査において，フグ科の 標本が高知県西部
に位置する土佐湾流入河川である黒潮町の蛎瀬川
のコアマモ（ ）場で採集された．
採集時の水深は 以下で，河口からおよそ
上流の地点（北緯 ，東経 ）
である．その後，本標本を詳細に検討した結果，

本種はカスミフグと判明した．蛎瀬川は本種の日
本における既知の産地よりはるか北方に位置し，
本種の北限の産地となることから，以下に報告す
る．
標本は人力による小型曳き網（袖網 ，袋
網 ，目合 ）により得られた．標本は ％
フォルマリンで固定した後， ％エチルアルコー
ルで保存した．標本の計数ならびに計測方法は

（ ）に従った．標本は高知大学理学
部海洋生物学研究室（ ）に保管されている．

（ ）
カスミフグ

（ ， ）
調査標本（ 個体） ，標準体長
，高知県黒潮町蛎瀬川コアマモ場，小型曳
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き網， 年 月 日．
記載 計数値ならびに計測値を に示
す．体は丸い．尾柄は側扁する．口の周辺と鰓孔
の周囲，尾柄部を除いて，頭と体は小棘で覆われ
る．鼻部に基部で分かれた 対の皮弁を備えるが，
鼻孔を欠く．両眼間隔は広い．背鰭と臀鰭は丸く，
棘がない．背鰭の始部は臀鰭の始部より前方に位
置する．胸鰭の最上の 本の鰭条は不分枝．尾鰭
は丸い．

生時の体色 頭と体は緑がかった褐色で，腹面
は白い．頭と体に斑紋や線状または帯状の模様が
ない．背鰭と臀鰭は黄色を帯びる．胸鰭は淡い青
色を帯びた黄色．尾鰭は黄色で，縁辺部は暗褐色．
備考 本種は，線状の模様や斑紋がないことで

近似種と識別される（ ，
）．本種は標準体長 に達するとされてお

り（ ， ），本標本は明らかに幼魚であ
る．本標本の生時の色彩は， （ ）
が示したタイ南岸産の標準体長 の標本の記載
とよく一致する．
カスミフグの学名と和名の関係には混乱がみら

れた（松浦， ）．
（ ）は，沖縄で得られたフグ科の 標本を

とし，スジモヨウフグを新
称として与えた．しかしながら，

（ ）のスジモヨウフグは
明らかに多数の縦帯を有し，後に （ ）
が であることを指摘した．益
田ほか（ ）はスジモヨウフグを図示し，

として簡単な記載与えたが，
その個体には明瞭な縦帯が認められることから

と判断される．久新ほか（ ）は
南シナ海産の 個体のスジモヨウフグを

として図示し，標本には縦帯がないと
記述したが，この種は明らかに
である（ ， ）．これらの混乱は，松浦
（ ）が に新称としてカスミ
フグを与え， をスジモヨウフグと
明示したことで解消された．

（ ）は，本種が藻場に生息するこ
とを報告し．また，マングローブ地帯と水深
以浅の粘土質の沿岸で本種の標本を得た．本標本
は感潮域のコアマモ場から得られたが，幼魚であ
ることと，国内における既知の産地が琉球列島で
あることから判断して，無効分散である可能性が
きわめて高い．
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